
環
境
観
光
大
使
で
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
の
野
口
健
さ
ん

が
講
師
の
環
境
学
校
を
１１
月
７

日
、
昭
和
小
学
校
区
を
会
場
に

開
催
し
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
は
、
昭
和
小
学
校

５
、
６
年
の
児
童
２９
人
と
日
羽

谷
川
周
辺
を
清
掃
。
空
き
缶
や

タ
イ
ヤ
な
ど
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
た
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の

ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。
野
口

さ
ん
は
、「
ま
ず
は
自
分
の
目

で
現
場
を
見
て
知
る
。
そ
し
て

み
ん
な
で
そ
の
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
、

子
ど
も
た
ち
に
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
滝
山
を
愛
す
る
会

の
会
員
ら
と
い
っ
し
ょ
に
高
滝

山
に
登
り
ま
し
た
。

昭
和
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
た
講
演
会
に
は
、
同
小
３
、

４
年
の
児
童
も
加
わ
り
、
保
護

者
や
地
域
住
民
を
合
わ
せ
約
２

２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
野

口
さ
ん
は
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に

２
度
失
敗
。
３
度
目
の
挑
戦
で

成
功
す
る
ま
で
の
苦
悩
を
話

し
、「『
人
生
ト
ー
タ
ル
で
見
て

最
終
的
に
５１
％
成
功
な
ら
Ｏ

Ｋ
。
残
り
４９
％
は
失
敗
し
て
も

い
い
』
と
、
心
に
決
め
た
ら
気

持
ち
が
楽
に
。
何
で
も
す
ぐ
う

ま
く
は
い
か
な
い
。
長
く
続
け

る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
、
参
加

者
に
熱
く
訴
え
掛
け
ま
し
た
。

赤
米
大
使
で
歌
手
の
相
川

七
瀬
さ
ん
が
１１
月
８
日
、

新
本
の
本
庄
国
司
神
社
の
神
田

と
備
中
国
分
寺
南
の
田
で
赤
米

の
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

同
神
社
の
神
田
で
は
、
新
本

小
学
校
５
年
生
１７
人
、
新
本
国

司
神
社
赤
米
保
存
会
の
メ
ン
バ

ー
ら
と
、
稲
の
成
長
を
喜
び
な

が
ら
刈
り
取
り
を
行
い
ま
し

た
。
備
中
国
分
寺
南
の
田
は
、

６
月
に
「
相
川
七
瀬
と
赤
米
の

稲
作
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

田
植
え
を
し
た
赤
米
の
田
。
稲

の
ほ
と
ん
ど
が
秋
ウ
ン
カ
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
一
部
残

っ
て
い
た
稲
を
山
手
小
学
校
５

年
生
４６
人
と
刈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
相
川
さ
ん
が
赤
米
大

使
を
し
て
い
る
縁
で
、
長
崎
県

対
馬
市
の
比
田
勝
尚
喜
副
市
長

と
鹿
児
島
県
南
種
子
町
観
光
課

の
吉
田
矢
裕
嗣
さ
ん
が
来
総
。

相
川
さ
ん
は
、「
赤
米
大
使
と

し
て
、
赤
米
を
守
っ
て
い
る
３

か
所
が
力
を
合
わ
せ
、
盛
り
上

げ
て
い
く
活
動
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

力を合わせて盛り上げる力を合わせて盛り上げる力を合わせて盛り上げる

自分の目で現場を見て知る自分の目で現場を見て知る自分の目で現場を見て知る自分の目で現場を見て知る
環境観光大使野口健さんと環境学習環境観光大使野口健さんと環境学習

赤米大使相川七瀬さんと赤米稲刈り

昭和小学校で
行われた講演会。
野口さんの幼少
期の経験談や登
山の苦労話に参
加者は引き込ま
れた

新本の本庄国司神社の神田で新本小学校の５年生と
（写真上）、備中国分寺南の赤米の田で山手小学校の５年
生と（写真下）稲刈りをする相川さん

力を合わせて盛り上げる力を合わせて盛り上げる力を合わせて盛り上げる力を合わせて盛り上げる

自分の目で現場を見て知る自分の目で現場を見て知る自分の目で現場を見て知る
環境観光大使野口健さんと環境学習

赤米大使相川七瀬さんと赤米稲刈り赤米大使相川七瀬さんと赤米稲刈り

野口健さんと日羽谷川周辺を清掃する昭和小学校５、６年生

このたび初めて総社を訪れた対
馬市の比田勝副市長（左）と南種
子町観光課の吉田矢さん（右）
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広報クイズ
今月号を読んで、

次のクイズにお答
えください。
Ｑ１ 手遅れになる前に病気を発見するた
めに○○○○を受けることが大事
【応募方法】 はがきかメールに答えと住所、
氏名、電話番号、市政や広報紙に対するご意
見やご要望を明記のうえ、編集室へ。正解者
のなかから２人にサンロード吉備路ランチバ
イキング無料ペアチケットを贈ります。
【応募期限】 平成２６年１月６日b
【９月号の答え】 ８店舗
【９月号の当選者】 川上和代さん（溝口）、
坪井美幹子さん（清音上中島）［応募総数２９件］
【１０月号の答え】 水戸岡鋭治さん
【１０月号の当選者】 市田守さん（久代）、
木口富夫さん（宍粟） ［応募総数４４件］
■応募先　総社市役所企画課
〒７１９－１１９２　中央一丁目１番１号
kikaku@city.soja.okayama.jp
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読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

市 民 憲 章
わたくしたちは、美しい自然と豊
かな吉備文化にはぐくまれている総
社市民です。
このことに誇りと責任をもち明る
く豊かなまちをつくることにつとめ
ます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

今 月 の 表 紙
文化勲章を受章した名誉市民の
書家q木聖鶴さん。

■毎年受けている健康診断。今年は
思い切って初人間ドックにチャレン
ジ。やはりバリウムだけは慣れなか
った……。でも体のすみずみまで検
査できて良かった。
■日本ハンドボールリーグの取材に
行き、トップレベルのプレーに感動
の連続。高校生時代に戻って、また
毎日ハンドボールしたいな。
■少しでも多くの人が健診を受けて
くれればと力を入れた特集。実は静
岡県伊豆の国市の広報紙を参考にし
た。良いものはまねをする……。ち
ゃんとお断りはしました。
■来年４月から英語特区がスター
ト。こんな公立の幼稚園が４０うん
年前にあったら、私も英語ペラペラ
の国際人になれてたかも……。

編 集 後 記

サンロード吉備路ランチバイキング無料券が当たる

清
音
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

１０
月
１３
、１４
、２６
、２７
日
の

４
日
間
、
清
音
地
区
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
宅
を
総
社
市
消
防

職
員
や
民
生
委
員
と
い
っ
し
ょ

に
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
未
設
置
の
お
宅
に
無
料
で

設
置
す
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

４
日
間
で
１
０
４
軒
を
１３
人

の
ク
ラ
ブ
員
で
分
担
し
て
訪
問

し
ま
し
た
。
す
で
に
住
警
器
を

取
り
付
け
て
い
た
お
宅
も
あ
り

ま
し
た
が
、
８１
個
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

消
防
職
員
か
ら
の
丁
寧
な
説
明

を
熱
心
に
聞
き
、
防
火
意
識
を

高
め
て
い
ま
し
た
。
訪
問
を
拒

否
さ
れ
る
か
と
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
事
前
に
消
防
本
部
か

ら
連
絡
し
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
活
動
で

き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
、
普
段

あ
ま
り
付
き
合
い
の
な
い
地

域
の
人
と
も
気
持
ち
の
よ
い

ふ
れ
あ
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
火
災

が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
こ

の
た
び
訪
問
し
た
お
宅
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ど
こ
に
も

火
事
が
起
き
な
い
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

（
清
音
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

代
表
小
原
久
美
子
さ
ん
・

清
音
柿
木
）

●

槙
谷
地
区
に
鎮
座
す
る

「
池
田
神
社
」
は
、
大
正

２
年
１２
月
、
旧
池
田
村
に
散
在

し
て
い
た
９
社
が
合
祀

ご
う

し

さ
れ
て

誕
生
し
、
今
年
で
１
０
０
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
節
目
を

祝
い
１０
月
２０
日
、
池
田
神
社
で

秋
祭
り
と
合
わ
せ
て
記
念
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
８
時
３０
分
、
３
基
の
子

ど
も
み
こ
し
が
宮
司
さ
ん
の
お

は
ら
い
を
受
け
て
各
地
区
を
練

り
歩
く
一
方
、
池
田
神
社
で
は

記
念
式
典
や
備
中
神
楽
の
奉
納
、

餅
ま
き
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
氏
子
約
３
０
０
人
が

参
拝
し
、
世
話
役
の
総
代
た
ち

か
ら
甘
酒
や
冷
茶
の
接
待
を
受

け
、「
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
な
ぁ
、
元

気
じ
ゃ
っ
た
ん
」
で
始
ま
る
、

よ
も
や
ま
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

昔
、
夏
祭
り
の
夜
に
は
、
境

内
で
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
の
盆
踊

り
や
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
浴

衣
姿
の
村
人
や
帰
省
し
た
お
客

さ
ん
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
お
参
り

す
る
人
も
少
な
く
、
と
て
も
寂

し
く
な
り
ま
し
た
。
記
念
祭
は

久
し
ぶ
り
の
大
き
な
祭
で
、
参

拝
さ
れ
た
人
々
の
声
は
弾
み
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

（
池
田
神
社
総
代

水
子
義
之
さ
ん
・
槙
谷
）

住警器を取り付け、説明する消防職員

みこしを担ぐ子どもら


